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医
療
体
制
の
整
備

済生会病院に対する財政支援の
考え方は

小
坂
　
済
生
会
病
院
が
本
館
新

築
を
急
い
で
い
る
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
中
で
、
市
と
し
て

具
体
的
な
準
備
を
ぬ
か
り
な
く

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
重
要
な
こ
と
は
、「
財
政
支

援
に
よ
っ
て
、
現
行
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
」、「
公
的
病
院
に
対
す

る
財
政
支
援
に
充
当
率
75
％
の

起
債
を
活
用
す
る
こ
と
」、「
財

政
支
援
は
病
院
誘
致
の
恩
恵
を

享
受
す
る
後
年
度
の
市
民
も
行

政
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
負
担

す
る
こ
と
」
こ
の
３
点
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長
　
積
み
立
て
た
医
療
体
制

確
保
基
金
30
億
円
の
さ
ら
な
る

上
乗
せ
分
の
確
保
に
つ
い
て
、
地

方
債
の
活
用
と
い
う
ご
提
案
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
つ
の

手
法
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
私
は
、
市
の
財
政
運
営

の
基
本
姿
勢
で
あ
る
収
支
の
均

衡
、
債
務
残
高
の
圧
縮
、
将
来
へ

の
備
え
の
基
本
姿
勢
は
崩
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
念
頭
に
、
財
源
バ
ラ
ン

ス
全
体
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
当
然
で

す
が
議
会
に
ご
相
談
申
し
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

小
坂
　
徳
蔵
　
議
員

答弁：基金のほか、地方債の活用も一つ
の手法でありますが、財源バラン
ス全体を見ながら対応していく必
要があると考えております。

　
本
会
議
に
お
い
て
、採
決
の

前
に
、議
案
に
対
す
る
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。討
論
の
一

部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

定　例　会　名 内　　容 人　　数

第２回（６月）
定例会

本会議 75人

常任委員会 1人

第３回（９月）
定例会

本会議 95人

常任委員会 0人

決算特別委員会 36人

第４回（12月）
定例会

本会議 53人

常任委員会 1人

第１回（平成29.３月）
定例会

本会議 78人

常任委員会 0人

予算特別委員会 48人

合　　　　計 387人

　
新
年
度
予
算
を
詳
細
に
分

析
し
、
か
つ
審
議
を
通
し
て

市
民
の
利
益
を
守
る
立
場
か

ら
、
到
底
容
認
で
き
な
い
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
一
番
に
祝
福
す
べ

き
長
寿
に
な
ら
れ
た
白
寿
と

百
寿
の
敬
老
祝
い
金
を
半
額

に
減
ら
す
な
ど
、
敬
老
祝
い

金
を
大
幅
に
減
額
し
て
い
る

こ
と
。
第
二
に
小
・
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予

算
措
置
が
な
い
こ
と
。
第
三

に
木
造
住
宅
耐
震
化
補
助
が

県
内
40
市
の
中
で
最
低
水
準

に
あ
る
こ
と
。
第
四
に
個
人

番
号
制
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
と

り
わ
け
、
個
人
番
号
を
使
う

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
、
費
用
対
効
果
を
一
切
無

視
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
第
五
に
失
敗
が
明
白
に

な
っ
た
野
中
地
区
の
開
発
に

新
た
に
17
億
円
も
の
税
金
を

投
入
す
る
こ
と
。
第
六
に
同

和
事
業
の
継
続
な
ど
容
認
で

き
な
い
問
題
に
つ
い
て
指
摘

し
、
本
案
に
反
対
す
る
も
の

で
す
。

　
合
併
か
ら
間
も
な
く
７
年

が
経
過
し
、
市
民
と
協
働
に

よ
る
新
市
の
土
台
づ
く
り
も

順
調
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
29
年
度

予
算
は
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
よ
る
人
口
の
構
造
の
変
化

等
を
考
慮
し
、
移
住
・
定
住

促
進
な
ど
の
人
口
減
少
対

策
、
済
生
会
病
院
の
誘
致
を

は
じ
め
と
し
た
今
後
の
医
療

体
制
の
確
保
、
社
会
保
障
制

度
の
問
題
や
公
共
施
設
の
適

正
管
理
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
等
、
新
た
な
課
題
へ

対
応
す
る
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
加

須
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
行
財
政
改
革
と
財
政

健
全
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、
収
支
の
均
衡
、
債
務

残
高
の
圧
縮
、
将
来
へ
の
備

え
の
三
つ
を
財
政
運
営
の
基

本
姿
勢
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
予
算
が
、
「
協
働
に
よ

る
人
も
地
域
も
元
気
な
加
須

市
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
水
と
緑

と
文
化
の
調
和
し
た
元
気
都

市 

か
ぞ
」
の
実
現
を
強
く

推
進
す
る
予
算
で
あ
る
と
確

信
し
、
賛
成
と
い
た
し
ま

す
。

議
案
に
対
す
る
討
論

平成28年度　議会傍聴者数

平
成
29
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算反

対
討
論

賛
成
討
論




